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■支援の背景

 制御機器において外部機器と通信を行う際、通信ソフトウェアが必要になります。この場合、

新たにソフトウェアを自作するか、市販されているミドルウェアを使用することが考えられま

す。最近は開発期間を短縮するためにミドルウェアを使用することが多くなっています。一般的

に組込み機器用のミドルウェアはリアルタイムOS（Real Time Operating System）上で動作す

るように設計されています。依頼企業はミドルウェアを使用するにあたり、リアルタイムOSの導

入を検討しています。今回、リアルタイムOSを自社製制御機器に導入するための開発環境の構築

およびリアルタイムOSを新たに開発した制御ボードへ適用しました。

■支援の要点

１．開発環境に対応したリアルタイムOSの機種依存部の開発

２．開発環境へリアルタイムOSの導入によるソフトウェア資産の有効活用

３．リアルタイムOS、デバイスドライバのモジュール化による他機種への拡張性

４．開発した制御ボードへの適用と動作試験

■支援の成果

１．従来から利用している開発環境にリアルタイムOSを導入しました。

２．リアルタイムOSが管理するデバイスドライバのモジュール化により、他機種への展開が容易

になりました。

３．開発した制御ボードでリアルタイムOSの動作を確認しました。

４．今後はミドルウェアを活用したシステム開発を支援していく予定です。
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